
第74回人権週間
　1２月４日（日）から1０日（土）は人
権週間です。
　人権週間の由来は、昭和２３年（1948年）
1２月1０日、パリにおける第３回国際
連合総会において世界人権宣言が採
択され、この日を記念して国際連合
は、毎年1２月1０日を「人権デー」と
定め、すべての加盟国に対し人権思
想の普及高揚に努めるように呼びか
けたことによります。
　わが国でも、毎年1２月４日から1０
日までの１週間を「人権週間」とし
て、広く国民に人権思想の普及と人
権意識の高揚を呼びかけるためさま
ざまな行事を実施しています。
■啓発活動重点目標 
　～人権啓発キャッチコピー～ 
　「誰か」のこと　じゃない。
こんなときは人権擁護委員に
　いじめ、体罰、虐待、ＤＶ、離婚
問題など、いろいろなことでお困り
の方、また人権が侵害されたり、侵
害される恐れがあるときは、お近く
の人権擁護委員、または宮崎地方法
務局日南支局にご相談ください。相
談は無料で、秘密は固く守られます
ので安心して気軽にお越しください。
■啓発展の開催について
● 日時＝1２月3日（土）～ 11日（日）

午前8時半～午後５時15分
● 場所＝市中央公民館ロビー
● 入場料＝無料
　市内小学生の受賞作品も展示され
ますので、ぜひお誘いあわせの上、
ご来場ください。
　  全国共通人権相談ダイヤル 

☎0570 ‐ 003 ‐ 110 
宮崎地方法務局日南支局 
☎25 ‐ 9125 
総務課総務係☎72 ‐ 4557

放送大学入学生募集
　放送大学はテレビ・インターネッ
トで授業を行う通信制の大学です。

働きながら大学を卒業したい、学び
を楽しみたいなど、さまざまな目的
で、幅広い世代の方が学んでいます。
　現在、2023年４月入学生を募集
しています。詳しい資料を送付いた
しますので、お気軽にお問い合わせ
ください。
● 募集学生の種類

〈教育学部〉
・ 科目履修生（６カ月在学し、希望

する科目を履修）
・ 選科履修生（１年間在学し、希望

する科目を履修）
・ 全科履修生（４年以上在学し、卒

業を目指す）
〈大学院〉
・ 修士科目生（６カ月在学し、希望

する科目を履修）
・ 修士選科生（１年間在学し、希望

する科目を履修）
● 出願期間
　11月２6日（土）～令和５年２月２8日

（火）、３月１日（水）～３月1４日（火）【イ
ンターネット出願も受け付けています】
● 資料請求（無料）・　  

放送大学宮崎学習センター 
（〒88３‐851０　日向市本町11番11号） 
☎0982 ‐ 5 3 ‐ 1893

野生サルの出没に関する
注意喚起について

　近年、市内各地で野生サルが目撃
されるようになっています。以前は
出没箇所は主に山林の付近でしたが、
住宅地周辺においても目撃されるよ
うになりました。見かけた際は次の
ことに注意してください。
１．サルに近づかない
　むやみに近づくとかまれる恐れが
あります。サルを見かけても近づか
ないでください。
　また、サルと目を合わせないでく
ださい。
２．絶対にエサを与えない
　エサを与えると人を怖がらなくな
り、人の持っているものを狙うよう
になります。
　人を襲う原因になりますので絶対

にサルにエサを与えないでください。
３．サルを刺激しない
　サルに出会ったら、刺激しない
ように目をそらして後ずさりをし、
ゆっくり立ち去りましょう。走りだ
したり、叫んだりするとサルが興奮
して襲ってくることがあります。

〈情報提供について〉
　住宅地や市街地などで野生サルを
見かけた方は、下記の点で分かる範
囲で構いませんので、農地水産林政
課まで情報提供をお願いします。
１． 野生サルが出没した日時・場所
２． 目撃した野生サルの数
３． 目撃した野生サルの特徴（体の

サイズ、毛の色、どのような動
きをしていたかなど）

　  農地水産林政課林政係 
☎5 5 ‐ 1137

宮崎愛を一票に！ 
選挙だ！大切だ！投票だ！！
　次の予定で任期満了に伴う宮崎県
知事選挙が行われます。
宮崎県知事選挙

● 投票日＝１２月２５日（日）
● 期日前投票＝１２月９日（金）～ １２月

２４日（土）
● 投票時間＝午前７時～午後６時
※ 第３２投票所（築島、舳、夫婦浦）

は午後４時まで
● 投票場所＝指定された投票所（入

場券に記載されています）
※ 入場券を忘れても、選挙権があれば

指定された投票所で投票できます。
※ 投票所における感染症対策にご理

解とご協力をお願いいたします。
【投票所の変更について】
　今回の選挙から第５投票所はさく
らが丘集会所から上町公民館に変更
しております。
※ 桜ヶ丘、城山、霧島にお住まいの

方は第２投票所（福島小学校記念
館）になります。お間違えの無い
ようにお願いします。

　  串間市選挙管理委員会 
☎55 ‐ 1169

生　活

問

募　集

問

注　意

問

選　挙

問

ＢＯＸ

2
情報

● 可燃ごみ受け入れについて
　旧串間市じん芥処理場では、年末年始を除く毎週日
曜日に、可燃ごみ（市の指定袋に入れたものに限る）
と資源ごみの受け入れを行います。
●年末の収集について
　可燃ごみとプラスチックリサイクルは1２月３０日

（金）、不燃ごみは1２月２8日（水）まで通常通り収集を
行います。1２月３1日（土）から令和５年１月３日（火）
までは収集を行いません。
●年始の収集について
　１月４日（水）以降、通常収集を行います。
● 資源ごみ用コンテナについて
　1２月２8日（水）に配布する１月４日（水）分の資源ご

み用コンテナは、各地区（上町、桜ヶ丘、城山、霧島、
桂原、穂佐ヶ原）の資源保管庫内に入れます。
● 受け入れ時間
・ 日南市クリーンセンター
　 午前９時～午前11時半、午後１時～午後４時４5分
・ 黒潮環境センター
　 午前８時４5分～午前11時半、午後１時～午後４時半
　  ・ 日南市クリーンセンター☎27 ‐ 1233
　 ・ 黒潮環境センター☎68 ‐ 1560
　 ・ 串間エコクリーンセンター☎72 ‐ 0196
　 ・ 串間市葬祭場☎72 ‐ 3000 

（火葬受け付けは串間市役所☎72 ‐ 1111で行
います）

問

令和４年度　年末年始のごみ収集・受け入れなどの運転日程表
〇：営業日　×：休業日

施設区分 内　　容
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日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

旧串間市�
じん芥処理場 家庭系

可燃ごみ�
（市指定袋に入れたもの）

〇 × × × × × × × × × × × × × 〇

資源ごみ 〇 × × × × × × × × × × × × × 〇

日南市
クリーン
センター

家庭系

可燃ごみ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

資源ごみ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

可燃性粗大ごみ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

事業系
可燃ごみ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

可燃性粗大ごみ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇
黒潮環境
センター

家庭系・
事業系

不燃ごみ・缶
ペットボトル・ビン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × 〇

収集業務
家庭系

可燃ごみ × 〇 〇 × 〇 〇 × × × × × 〇 〇 × ×

不燃ごみ・危険ごみ × × × 〇 × × × × × × 〇 × × × ×

粗大ごみ × 〇 〇 〇 × × × × × × 〇 〇 〇 × ×

資源ごみ × 〇 〇
〇 

コンテナ
配布（資源
保管庫内）

× × × × × × 〇 〇 〇 × ×

プラスチックリサイクル × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 × ×

事業系 生ごみ × 〇 〇 〇 〇 〇 午前中 × × × 〇 〇 〇 × ×
串間エコ
クリーン
センター

家庭系 し尿・汚泥 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

販売 エコ肥料 × 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 〇 〇 〇

葬斎場 火葬
一般業務（火葬） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

受付業務
〇 
警備
受付

〇 〇 〇
〇 
警備
受付

〇 
警備
受付

〇 
警備
受付

〇 
警備
受付

〇 
警備
受付

〇 
警備
受付

〇 〇 〇
〇 
警備
受付

〇 
警備
受付

【注意】�令和４年度ごみ収集カレンダーの“可燃ごみ”と“プラごみ”の収集日について、誤りがありました。ごみカレンダー上は、令和
５年１月３日（火）に“可燃”または“プラ”のマークが記載されていますが、回収されませんので以下の地区はご注意ください。�
（※令和４年12月3１日から令和５年１月３日まではごみの収集を行いません）

●可燃ごみ＝樋口、道場、上中園、下中園、口広、居城田、偏保ヶ野、小田代、春日、都井地区全域、市木地区全域
●プラごみ＝寺里、本町１丁目、本町２丁目、七ツ橋、有明１区、有明２区、東塩町、西塩町、東今町、西今町、南今町、高松

　　　　　令和４年度 年末年始のごみ収集・受け入れなどの運転日程表生�活
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